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化粧品を扱う人々が知っておきたい皮膚障害と化粧の有用性～臨床現場から～

脱毛症疾患における化粧品の有用性
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Abstract
Alopecia symptoms are a disease that takes a long time to treat and is often intractable. It is often not itchy or painful, 

but it is a troublesome condition that significantly reduces quality of life, reduces the range of activities, causes emotional 
stress, affects school life, and imposes physical and mental restrictions on all aspects of human life, including love, friend-
ships, and sports. Since it takes time for treatment to make the results, the main response in the meantime is to use wigs and 
cosmetics, which in many cases have significantly improved quality of life. This paper outlines various methods of coping 
with the condition, including wigs, cosmetics, hair growth products, and art makeup.
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1. は じ め に

脱毛症状そのものによる精神的な不安感は想像以上に
強く，生活の質を著しく低下させる恐れがあることが近
年，多数報告されている。また脱毛症状があるために社
会活動が低下し，経済的な損失があることも研究されて
いる。このように脱毛症状が起こすさまざまな面に対す
る影響を緩和するために化粧品を使用するという選択肢
は，脱毛症状に悩む方にとって，極めて大切な選択肢で
ある。脱毛症状をかかえた方における化粧品の使用目的
は，脱毛症状そのものに対するもの，ウイッグ装着に対
するものが主にあげられる。脱毛症状そのものについて
は，脱毛斑が目立たないように脱毛部位に塗布するよう
な化粧品，脱毛症によって生じた毛髪変化に対する化粧
品，眉毛や睫毛の脱毛症状に対する化粧品，ウイッグ装
着による皮膚トラブルや摩擦などによる皮膚不快感を緩
和するような化粧品の使用などがあげられる。本項では，
脱毛症疾患での化粧品の選択肢について概説したい。

2. 化粧を必要とする脱毛症疾患

2–1. 円形脱毛症
円形脱毛症は，成長期毛球部に対する自己免疫反応に
よって生じる非瘢痕性の脱毛症状である。脱毛斑は多様
であり，単発型，多発型から全頭型，汎発型，蛇行型な

どさまざまである。経過についても1～2カ月程度で回
復する場合もあるが，全頭型，汎発型が10年以上も慢
性的に続くケースも少なくない。また個々の脱毛斑は改
善するものの別の場所に新生するなどいつも脱毛斑が
出没している場合もある。治療は，バリシチニブ，リト
レシチニブといった JAK阻害薬の内服，局所免疫療法，
紫外線療法，ステロイド外用薬やカルプロニウム塩化物
の外用，セファランチンなどが用いられるが難治性であ
ることも少なくなく，終わりのない治療に精神的な負担
が大きい。そうした負荷を和らげるために化粧品は有用
である 1, 2）。

2–2. 男性型脱毛症，女性型脱毛症
男性型脱毛症，女性型脱毛症は脱毛症の中で最も一般
的にみかけるもので，疾患というよりも生理的な現象に
近い。しかし薄毛によって精神的なダメージ，生活の質
の低下など大きな障害となっているケースにしばしば遭
遇し，特に若い人ほど薄毛について深く悩んでいる場合
がある。男性型脱毛症は遺伝的背景のもと，思春期以降
の男性の頭頂部から前頭部にかけて軟毛化が進む状態で，
Norwood-Hamilton分類といった薄毛の進行度による分
類があり脱毛症状はパターン化している。頭頂部や前頭
部の毛乳頭細胞に存在する5α還元酵素 II型によってテ
ストステロンからより活性の高いジヒドロテストステロ
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